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株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。当社の

平成１５年3月期の事業をご報告するにあたり、ごあいさつ申し上げます。

さて、当期はイラク戦争や米国経済の失速懸念など世界経済全体に不透明な状況が続

く一方、日本経済も依然として景気の回復は見られず、企業倒産の増加、失業率の高止

まり、雇用者所得の伸び悩み等により厳しい状況が続きました。こうした景気低迷によ

り、消費者金融業界におきましても、顧客の借り控え傾向で新規獲得件数が伸び悩み、

貸付金残高の成長が鈍化する一方、経費面では貸し倒れの増加傾向が続きました。

このような厳しい経営環境の中、当社の連結営業収益は４４９,４５８百万円（前期比１３.２％

増）と初めて業界トップに、連結経常利益は１１１,７９７百万円（前期比6.４％増）と業界

3位に躍進し、当社はお陰様で大手4社の中で唯一、増収増益となりました。

この主な要因は、平成１３年3月に買収した信販・クレジットカード会社ライフが順調

に成長し、営業収益１０２,３９２百万円（前期比３８.３％増）、経常利益８,０４８百万円（前期

比２３４.８％）と、大きな利益貢献を実現したことであります。

当社は、将来の消費者金融専業市場の成熟化を予測し、一貫した経営戦略として、ア

イフル本体での商品の多様化や、ライフ買収、事業者ローン会社シティズの買収等の

積極的なM&Aを行い、６３兆円の消費者信用市場全体をターゲットとする「リテール

分野での総合金融企業化」を目指してまいりました。当期の決算は、まさにその戦略

の有効性が示された結果となっております。

このように、厳しい事業環境の中でもアイフルの総合金融化戦略は着実に進展してお

ります。さらに、今後は経営の効率化等、グループ会社間での様々なシナジー（相乗

効果）も追求してまいる所存です。

株主の皆様におかれましては、これからのアイフルグループの成長に、どうぞご期待

頂きますとともに、引き続きご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

「リテール分野での総合金融企業」として
安定的利益成長とリスク分散（安全性）とを

両立させてまいります。
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総合金融化の成果

当社は、２００３年５月８日に、２００３年３月期連結

決算の発表を致しました。この決算では、当社が

これまで先手を打って進めてきた、「リテール分

野での総合金融化」の成果がまさに目に見える形

として現れております。

まず、クレジットカード会社であるライフを含

むグループの営業債権、営業貸付金残高におきま

しては、今回の決算で初めて業界トップとなって

おります。また収益面でも、営業収益が４,４９４億

円とやはり業界トップとなり、営業利益、経常利

益はいずれも業界３位に躍進しております。

ちなみに、連結と単体の成長率を比較しますと、

営業収益がアイフル単体では６％成長であるのに

対し、ライフを含めた連結では１３％成長、同じく

経常利益では、アイフル単体がわずかながら０．

４％のマイナス成長であるのに対し、ライフを含

めた連結では６％成長と、連結子会社であるライ

フの収益が連結業績に大きく貢献していることが

分かります。去る２００１年３月、買収により連結子

会社となったライフは、カード会員数、営業債権
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総合金融化により安定的成長を実現する
アイフルグループの事業戦略

残高、収益とも極めて順調な成長を遂げた結果、

経常利益は創業以来の過去最高益となる８０億円

を実現、アイフルの連結業績に大いに貢献し、そ

の結果、当社は大手４社で唯一、増収増益を実現

しております。

事業環境の変化

現在、消費者金融業界を取り巻く環境は、大き

な変革期を迎えています。

まず、１つ目は、景気悪化に伴う貸し倒れの増

加です。長引く景気悪化による企業倒産、リスト

ラの進行により、自己破産件数は２１万件に達し、

失業率も高まる中、専業大手の貸倒費用は大幅に

増加しております。

2つ目は、新規獲得の低迷です。雇用不安や所

得環境の悪化から、個人消費は萎縮傾向にあり、

顧客の借り控え意識も高まっております。また、消

費者金融業者の貸し付け姿勢についても、貸し倒

れの増加を受けて、新規顧客の成約率を大幅に低

下させるなど、与信の引き締めを図っております。

さらに、銀行系消費者金融や、大手クレジット

カード会社の無担保ローンの積極展開により、業

界の枠組みを超えた顧客獲得競争も激化しており

ます。
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総合金融化により安定的成長を実現する
アイフルグループの事業戦略

アイフルグループの変化

当社は、過去から一貫して「来るべき将来の消

費者金融専業市場の成熟化」を見据えた上で、経

営戦略としては、クレジットカードを含む６３兆円

の消費者信用市場全体をターゲットとする「リテ

ール分野での総合金融企業化」を目指してまいり

ました。この一貫した経営戦略の下で、アイフル

本体では「商品多様化戦略」を進め、さらにライフ

の買収、事業者ローン準大手のシティズの買収な

ど、「M&A戦略」により、消費者金融とは異なる

商品、ブランド、顧客層の獲得に積極的に取り組

んでまいりました。

このような戦略により、現在、アイフルグルー

プの事業内容は、それまでの消費者金融だけのシ

ンプルな事業内容にクレジットカード、信販が新

たに加わり大きく変貌しております。債権残高の

構成比は、１９９９年３月期末では、無担保ローンが

８２％、不動産担保ローンが１６％という同業他社

と変わらないシンプルなものであったのに対し、

２００３年３月期末では、アイフル本体の無担保ロ

ーンが５０％、不動産担保ローンが１５％、ライフ

の買収によって新たに加わった、カード・信販事

業の営業債権の比率が３０％、その他子会社のロ

ーン債権が５％と、同業他社とは全く異なる「収

益源の多様化」を実現しております。

今後の戦略

以上のような環境変化、事業内容の変化を踏ま

え、アイフルグループは今期以降、「攻・守のバラ

ンス」に留意して経営を行ってまいります。

「守り」としては、アイフルグループの営業効率、

経費効率のアップを図り、環境変化に耐え得る高

収益体質を実現いたします。「攻め」としては、総

合金融化の柱である、ライフのクレジットカード

を中心にさらなる積極拡大策に出ます。

1点目の「守り」については、今年１０月より本

格稼動を予定している、東西２ヵ所のコンタクト

センターにより営業効率の向上を図ります。商品

案内、斡旋、電話回収、介入債権の対応等、営業
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総合金融化により安定的成長を実現する
アイフルグループの事業戦略

に関するほとんどの架電業務を東西２ヵ所のセン

ターに集約することで、店舗の社員は、不動産担

保ローン、事業者ローン等の商品販売に従事する

ことができるようになります。

また、グループ全体では、ライフとアイフルによ

るシステムの共同開発、アイフルコンタクトセンタ

ーへのオフィス集中化等、グループシナジーのさ

らなる追求を行い、経費効率の向上を図ります。

２点目の｢攻め｣では、ライフを中心としたクレ

ジットカード事業強化を行います。まず、営業基盤

であるクレジットカード会員数は、前期末の８７１万

人から、当期末には９８３万人へと、１１１万人の増

加となりました。当期の新規会員数は、昨年５月に

提携したホームセンターのコメリや、引き続き、

青山、デオデオといっ

た顧客獲得力のある大

手加盟店により１８８万

枚、ライフ単独のカー

ドとの合計で２０７万枚

発行いたしました。４

月からの新提携先とし

て、大手家電エディオ

ングループのエイデ

ン、ホームセンターの

サンワドーの２社で、約７０万人の新規会員獲得を

計画しております。

次に、ライフの債権残高の高収益事業への集中

では、カードショッピング４％増、オートローンを

除く個品斡旋で２５％増、カードキャッシング２０％

増、ローン専門のキャッシュプラザで３１％増とい

ずれも順調に伸びております。一方で、低収益事

業は、着実に減少させ、拡大事業の構成比を買収

時の６０％から今期末で８０％まで引き上げること

ができております。これらの結果、２００３年３月期

は８０億円の経常利益を実現し、２００４年３月期も

１４０億円（前期比７５％増）を予定しております。

アイフルグループは、今後とも総合金融化によ

り、安定した利益成長を実現してまいりますので、

どうぞご期待ください。
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【アイフル株式会社】

当連結会計期間におけるローン事業におきましては、より幅広いニーズにお応えするため、無担保ロ

ーンを中心に、不動産担保ローン、事業者ローンといった商品多様化戦略を推進し、着実な残高成長

を実現しました。不動産担保ローン、事業者ローンにつきましては、将来予想される無担保ローン市

場の安定成長期への移行の後、当社の成長持続を支える商品と位置付け、引き続き積極的な取り組み

を図っております。

また、店舗網の再構築として不採算店舗の閉鎖を推進し、当連結会計期間末の店舗数は有人店舗536

店、無人店舗1,040店、有担保ローン専門店4店の合計1,580店となっております。

さらに、入出金チャネルの拡充といたしましては、株式会社アイワイバンク銀行との提携により、セ

ブン-イレブンなどに設置されているATMからの入出金が可能となるなど、新たに11行との提携が

実現し、自社分を含めて42,738台のCD・ATMをご利用いただけるようになっております。

新規顧客獲得におきましては、所得、雇用環境の悪化や景気の先行き不透明感から、顧客の借り控え

傾向が続いており、無担保ローンの新規契約獲得数は約40万件と、前期比12.４％減となりましたが、

平成14年8月より開始した新ＣＭの効果もあり、回復の兆しを見せております。

これらの結果、当連結会計期間末におけるアイフル株式会社の営業貸付金残高は1,413,340百万円

（前期比7.6％増）となりました。

一方、リテール金融サービスへの経営資源の集中を進めるため、レストラン事業からの撤退を決定し、

外食事業部門をビービーレストランサービス株式会社に営業譲渡しております。

【株式会社ライフ】

当連結会計期間においても安定した収益基盤の構築を目指し、オートローンなどの低収益事業から撤

退し、高収益が見込めるクレジットカードでのショッピング・キャッシングローン、消費者金融事業へ

経営資源を集中投下しております。特にクレジットカード事業では提携カードの発行が順調に伸び、そ

の結果、会員数は当連結会計期間に111万人増加し983万人、加盟店数も8万2千社となりました。

これらの結果、当連結会計期間の営業貸付金、割賦売掛金ならびに信用保証割賦売掛金等の残高合計

は676,093百万円（前期比10.4％増）となり、特に個品あっせん170,854百万円（前期比16.6％増）、

クレジットカードキャッシングなどの営業貸付金310,749万円（前期比23.9％増）等が伸びております。

以上の結果、当連結会計期間末におけるアイフルグループ連結での営業貸付金残高は1,833,702百

万円（前期比12.1％増）、営業収益は449,458百万円（前期比13.2％増）、経常利益は111,797百

万円（前期比6.4％増）、純利益は59,910百万円（前期比70.9％増）と、株式会社ライフの好業績を

はじめとする、当社グループの総合金融企業化の成果により、増収・増益となりました。

¡営業の概況

決算のご報告 OPERATING DATA



デ
ー
タ

アイフル 株主通信 June 2003 8

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

（百万円）�

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000
（百万円）�（百万円）�

0

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

（百万円）�

0

200

400

600

800

1,000

1,200
（円）�

０２年 3月�

38,349
35,063

連結�単体�

総資産額�

株主資本�

¡経常利益の推移�

¡総資産額と株主資本の推移�

¡営業貸付金残高の推移�

¡当期純利益の推移�

（注）�
1.９９年5月２０日付で、発行済株式１株を１.２株に分割いたしました。�
2.００年5月２２日付で、発行済株式１株を１.５株に分割いたしました。�
3.００年6月１日付で、株式会社信和と株式交換の実施により、７２１,５００
株の新株を発行いたしました。�

4.０１年8月２４日付で、公募増資を実施し、８,５００,０００株の新株を発行
いたしました。�
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420,493
421,343

306,549

当期純利益�

一株当り�
当期純利益�

426 588

390

637610

786

572

569

55,317

44,104

48,512

59,910

48,252

28,448

107,100
111,797

DATA HIGHLIGHT   データ



当　期�
（２００３年３月３１日現在）�

前　期�
（２００２年３月３１日現在）�

単位／百万円�

【資産の部】�

[ 2,097,467 ]

 132,296 

 1,670,781 

 147,857 

 128,744 

 12,738 

 510 

 723 

 25,582 

 30,183 

 61,487 

 △ 113,438 

[ 184,110 ]

( 42,012 )

 17,449 

 38 

 6,626 

 2 

 14,801 

 3,093 

( 39,243 )

 16,346 

 811 

 22,046 

 39 

( 102,854 )

 11,285 

 17,363 

 20,395 

  10,850 

 16,591 

 33,674 

 11,384 

 △ 18,691 

[ 535 ]

 535 

 2,282,113 

[ 1,871,399 ]

 140,757 

 1,482,796 

 120,756 

 140,142 

 16,113 

 268 

 1,214 

 9,970 

 7,183 

 44,312 

 △ 92,117 

[ 157,443 ]

( 41,108 )

 19,630 

 49 

 6,255 

 9 

 15,162 

 －
( 32,259 )

 7,429 

 777 

 23,239 

 813 

( 84,075 )

 9,056 

 14,267 

 12,987 

 10,898 

 21,264 

 22,930 

 9,890 

 △ 17,220 

[ 790 ]

 790 

 2,029,633 

流動資産�
　　現金及び預金�
　　営業貸付金�
　　割賦売掛金�
　　信用保証割賦売掛金�
　　その他営業債権�
　　有価証券�
　　たな卸資産�
　　繰延税金資産�
　　短期貸付金�
　　その他�
　　貸倒引当金�
固定資産�
　有形固定資産�
　　建物及び構築物�
　　機械装置及び車両�
　　器具備品�
　　貸与資産�
　　土地�
　　建設仮勘定�
　無形固定資産�
　　ソフトウェア�
　　電話加入権�
　　連結調整勘定�
　　その他�
　投資その他の資産�
　　投資有価証券�
　　破産更生債権等�
　　長期貸付金�
　　敷金及び保証金�
　　繰延税金資産�
　　繰延ヘッジ損失�
　　その他�
　　貸倒引当金�
繰延資産�
　　社債発行費�
�
資産合計�

総
合
金
融
化
に
よ
り
、順
調
に
営
業
債
権
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。�

１２．７％増加�

収益の主な源泉である営業貸付
金は前期比1,879億円、比率に
して12.7％増加いたしました。
主な要因は、アイフルの営業貸付
金が996億円（前期比7.6%）増
加したのに加え、ライフが前期比
51.2%増、ビジネクストが前期比
89.7%増と各々大幅に増加した
ことです。�

 営 業 貸 付 金 �

１,６７０,７８１�

０３年�
３月�

１,４８２,７９６�

０２年�
３月�

１,２６１,０４１�

０１年�
３月�

１,６００，０００�

１,７００，０００�

１,３００，０００�

１,２００，０００�

１,４００，０００�

１,５００，０００�

（百万円）�

�

貸倒引当金につきましては、昨今
の景気状況を勘案し、前期比
23.1%増と大幅に積み増しを行
っております。�

貸 倒 引 当 金 �

２３．１％増加�

連結貸借対照表 CONSOLIDATED BALANCE  SHEETS

連
結
貸
借
対
照
表
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【負債の部】� 当　期�
（２００３年３月３１日現在）�

前　期�
（２００２年３月３１日現在）�

単位／百万円�

流動負債�
　支払手形及び買掛金�
　信用保証買掛金�
　短期借入金�
　1年以内償還予定社債�
　1年以内返済予定長期借入金�
　コマーシャルペーパー�
　未払法人税等�
　賞与引当金�
　割賦繰延利益�
　その他�
固定負債�
　社債�
　長期借入金�
　退職給付引当金�
　役員退職慰労金引当金�
　金利スワップ�
　その他�
負債合計�
　�
　�

【少数株主持分】�
�
少数株主持分�
　�

【資本の部】�
　�
資本金�
資本剰余金�
利益剰余金�
その他有価証券評価差額金�
自己株式�
資本合計�
　�
　�
　�
�
負債、少数株主持分及び資本合計 
�

[ 804,845 ]

 22,932 

 128,744 

 55,365 

 74,500 

 416,152 

 13,500 

 37,627 

 3,759 

 11,089 

 41,174 

[ 987,247 ]

 377,500 

 567,950 

 7,636 

 1,150 

 32,119 

 890 

 1,792,092 

  

  

  

[ 4,028 ]

  

  

  

  [ 83,317 ]

[ 104,125 ]

[ 300,924 ]

[ △ 323 ]

[ △ 2,052 ]

 485,991 

  

  

  

 2,282,113 

[ 729,114 ]

 24,056 

 140,142 

 37,491 

 71,000 

 375,271 

 15,000 

 16,891 

 3,990 

 8,878 

 36,390 

[ 875,665 ]

 351,500 

 494,009 

 5,958 

 1,067 

 22,304 

 824 

 1,604,779 

  

  

  

[ 3,510 ]

  

  

  

  [ 83,317 ]

[ 94,047 ]

[ 246,239 ]

[ △ 215 ]

[ △ 2,045 ]

 421,343 

  

  

  

 2,029,633 

２１.３％�

 株 主 資 本 比 率 �
順調な業容の拡大に伴い、負債も増
加いたしましたが、利益も着実に積み
上がっているため、株主資本比率は
0.6ポイント上昇して21.3％となり
ました。�

当期１３.２％�

ROE／株主資本利益率�

当期利益�

株主資本（期中平均）�
ROE/株主資本利益率＝　　　　　　　　　　　×100（％）�
�

株主資本比率=
　　株主資本　   

×100（％）
�

� 総資産�

�
１７�

１６�

１８�

１９�

２０�

２１�

２２�

２３�

２４�

株主資本�
比率（％）�

�

２５０，０００�

３００，０００�

３５０，０００�

４００，０００�

５００，０００�

株主資本�
（百万円）�

０３年�
３月�

４８５，９９１�

２１.３�

０２年�
３月�

０１年�
３月�

１６.４�

２０.７�

４２１，３４３�

３０６，５４９�

ＲＯＥは3.6ポイント上昇し、13.2％
となりました。�

連
結
貸
借
対
照
表
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ラ
イ
フ
の
収
益
力
向
上
に
よ
り
、営
業
収
益
が
順
調
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。�

単位／百万円�

営業収益�
　営業貸付金利息�
　総合あっせん収益�
　個品あっせん収益�
　信用保証収益�
　その他の金融収益�
　その他の営業収益�
　　不動産売上高�
　　サービス事業売上高�
　　償却債権回収額�
　　その他�
営業費用�
　金融費用�
　売上原価�
　　不動産売上原価�
　　サービス事業売上原価�
　その他の営業費用�
営業利益�
営業外収益�
　貸付金利息�
　受取配当金�
　保険配当金�
　その他�
営業外費用�
　貸倒引当金繰入額�
　新株発行費�
　社債発行費償却�
　その他�
経常利益�
特別利益�
　貸倒引当金戻入額�
　敷金保証金精算益�
　その他�
特別損失�
　固定資産評価損�
　固定資産売却損�
　販売用不動産評価損過年度相当額�
　投資有価証券評価損�
　貸倒損失�
　貸倒引当金繰入額�
　契約解除清算金�
　連結調整勘定償却�
　その他�
税金等調整前当期純利益�
法人税、住民税及び事業税�
法人税等調整額�
少数株主利益（損失）�
当期純利益�

[ 449,458 ]
( 406,483 )

( 7,877 )
( 15,178 )
( 4,132 )

( 321 )
( 15,463 )

 306 
 935 

 6,431 
 7,790 

[ 333,462 ]
( 38,479 )

( 562 )
 296 
 266 

( 294,420 )
 115,995 
[ 1,303 ]

 52 
 99 

 325 
 825 

[ 5,501 ]
 4,387 

 －
 －

 1,114 
 111,797 

[ 444 ]
 38 

 135 
 270 

[ 4,788 ]
 540 
 374 

 －
 858 

 －
 4 

 1,238 
 1,048 

 724 
 107,453 
 57,555 

 △ 10,129 
 116 

 59,910 

[ 397,162 ]
( 359,318 )

( 6,742 )
( 10,353 )
( 4,076 )

( 525 )
( 16,146 )

 2,823 
 1,246 
 5,715 
 6,360 

[ 285,832 ]
( 34,615 )
( 3,025 )

 2,677 
 348 

( 248,191 )
 111,329 
[ 1,333 ]

 24 
 31 

 530 
 746 

[ 7,595 ]
 2,371 
 4,234 

 72 
 916 

 105,067 
[ 1,729 ]

 210 
 1,057 

 461 
[ 44,948 ]

 31,240 
 121 

 2,147 
 706 
 118 
 351 

 －
 9,130 
 1,131 

 61,848 
 36,292 

 △ 8,907 
 △ 601 
 35,063 

（　　　　　　　　   ）�
前　期�

２００１年４月１日から�
２００２年３月３１日まで�（　　　　　　　　   ）�

当　期�
２００２年４月１日から�
２００３年３月３１日まで�

１３．２％増加
�

営業収益は前期比13.2%と順
調に増加いたしましたが、営業費
用は同16.7%と収益の増加率
を上回って増加いたしました。こ
れは個人破産の増加等で貸倒費
用が大幅に増加したことによる
ものです。このような貸倒増加
への対応として、与信精度のさら
なる向上や、与信基準の強化を
図ってまいります。�

営業収益・営業費用�

税引前当期純利益は、前期比
73.7%と大幅に上昇いたしました。
これは、前期に固定資産評価損と
して、312億円を計上していたこ
とによります。�

特別損益・税引前当期純利益�

４４９，４５８�

０３年�
３月�

３９７，１６２�

０２年�
３月�

２８０，６５６�

０１年�
３月�

３００，０００�

４００，０００�

５００，０００�

（百万円）�

連
結
損
益
計
算
書
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（　　　　    ）�（　　　　    ）� （　　　　    ）�（　　　　    ）�

単位／百万円�

営業活動によるキャッシュ・フロー�
　税金等調整前当期純利益�
　　減価償却費�
　　連結調整勘定償却額�
　　投資有価証券評価損�
　　たな卸資産の評価損�
　　貸倒引当金の増加額�
　　賞与引当金の増減額�
　　退職給付引当金の増減額�
　　役員退職慰労金引当金の増加額�
　　営業外受取利息及び受取配当金�
　　新株発行費�
　　社債発行費償却�
　　固定資産売却損�
　　固定資産除却損�
　　固定資産評価損�
　　敷金保証金精算益�
　　役員賞与の支払額�
　　営業貸付金の増加額�
　　割賦売掛金の増加額�
　　その他営業債権の減少額�
　　破産更生債権等の増加額�
　　たな卸資産の減少額�
　　前払費用の増減額�
　　長期前払費用の増加額�
　　その他流動資産の増加額�
　　その他流動負債の増減額�
　　その他�
　小計�
　　営業外利息及び配当金の受取額�
　　法人税等の支払額�

△ 90,062
 107,453

 6,676
 3,686

 858
 －

 20,908
△ 260
 1,545

 82
△ 152

 －
 829
 374
 409
 540

△ 135
△ 103

△ 160,195
△ 27,101

 3,374
△ 1,015

 491
△ 116
△ 3,147
△ 14,359

 5,008
 957

△ 53,389
 152

△ 36,826

当　期�
２００２年４月１日から�
２００３年３月３１日まで�

△ 183,755
61,848

6,958
12,309

706
2,195

10,639
251

△ 231
113
△ 56
4,234

975
121
900

31,240
△ 1,057
△ 87

△ 221,754
△ 34,113

7,024
△ 2,408

2,155
528

△ 1,614
△ 12,828
△ 7,022

427
△ 138,542

56
△ 45,268

前  期�
２００１年４月１日から�
２００２年３月３１日まで�

単位／百万円�

投資活動によるキャッシュ・フロー�
　定期預金の預入による支出�
　定期預金の払戻による収入�
　有価証券の売却による収入�
　信託受益権の増減額�
　新規連結子会社の取得による支出�
　有形固定資産の取得による支出�
　有形固定資産の売却による収入�
　無形固定資産の取得による支出�
　投資有価証券の取得による支出�
　投資有価証券の売却による収入�
　子会社株式の売却による収入�
　出資による支出�
　出資金の払戻による収入�
　短期貸付金の増加額�
　長期貸付けによる支出�
　長期貸付金の回収による収入�
　投資その他の資産の取得による支出�
　投資その他の資産の売却等による収入�
　その他�
財務活動によるキャッシュ・フロー�
　短期借入れによる収入�
　短期借入金の返済による支出�
　コマーシャルペーパーの減少額�
　長期借入れによる収入�
　長期借入金の返済による支出�
　社債発行による収入�
　社債償還による支出�
　株式の発行による収入�
　自己株式の増加�
　少数株主からの払込みによる収入�
　配当金の支払額�
現金及び現金同等物に係る換算差額�
現金及び現金同等物の増加額�
現金及び現金同等物期首残高�
新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額�
現金及び現金同等物期末残高 �

△ 57,172
△ 474
1,621

303
△ 1,744
△ 7,556
△ 5,501

596
△ 11,819
△ 3,459

1,345
－
－

336
△ 22,999
△ 8,140

173
△ 400

505
40

131,652
420,365

△ 413,452
△ 1,500
553,965

△ 451,921
99,925

△ 71,000
－
△ 6
400

△ 5,123
35

△ 15,547
139,126

8,064
131,643

当　期�
２００２年４月１日から�
２００３年３月３１日まで�

△ 11,205
△ 5,484

6,010
－
△ 0
－

△ 3,516
199

△ 4,757
△ 3,665

1,526
4,199
△ 250

68
－

△ 7,293
265

△ 256
638

1,113
180,511
196,725

△ 191,557
－

444,945
△ 390,105

80,546
△ 36,000

82,813
△ 2,045

70
△ 4,880

15
△ 14,433

153,435
124

139,126

前  期�
２００１年４月１日から�
２００２年３月３１日まで�

【連結キャッシュフロー計算書】�

（　　　　    ）�（　　　　    ）�

単位／百万円�

資本剰余金の部�
資本剰余金期首残高�
資本剰余金増加高�
　増資に伴う増加高�
　株式交換による新株の発行�
資本剰余金期末残高�
利益剰余金の部�
利益剰余金期首残高�
利益剰余金増加高�
　新規連結に伴う増加高�
　当期純利益�
利益剰余金減少高�
　配当金�
　役員賞与�
利益剰余金期末残高�

94,047
10,078

－
10,078

104,125

246,239
59,910

－
59,910

5,226
5,123

103
300,924

当　期�
２００２年４月１日から�
２００３年３月３１日まで�

50,527
43,520
43,520

－
94,047

215,978
35,229

165
35,063
4,967
4,880

87
246,239

前  期�
２００１年４月１日から�
２００２年３月３１日まで�

【連結剰余金計算書】�

連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
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皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
株
主
資
本
は
着
実
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。�

７．６％増加�

当社の収益の主要な源泉である営
業貸付金は増加いたしました。�

営業貸付金の増加�

１,４１３,３４０�

０３年�
３月�

１,３１３,６９０�

０２年�
３月�

１,１５９,７３４�

０１年�
３月�

１,３００，０００�

１,４００，０００�

１,０００，０００�

１,１００，０００�

１,２００，０００�

（百万円）�

当　期�
（２００３年３月３１日現在）�

前　期�
（２００２年３月３１日現在）�

単位／百万円�

【資産の部】�

[ 1,513,856 ]
 84,485 

 1,413,340 
 10 

 335 
 －

 3,608 
 12,437 
 11,021 
 30,183 
 28,911 

 △ 70,479 
[ 391,820 ]
( 25,685 )

 8,341 
 2,312 

 11 
 －

 6,313 
 5,612 
 3,093 

( 8,200 )
 7,606 

 592 
 1 

( 357,934 )
 7,538 

 114,264 
 2,346 

 16,905 
 182,132 

 3,519 
 5,166 
 8,311 

 33,674 
 2,421 

 △ 18,348 
[ 535 ]

 535 

1,906,211 

[ 1,392,017 ]
 93,392 

 1,313,690 
 －

 668 
 11 

 3,495 
 7,589 

 12,246 
 7,183 

 12,429 
 △ 58,689 
[ 348,059 ]
( 23,306 )

 9,393 
 2,721 

 12 
 0 

 5,894 
 5,283 

 －
( 2,952 )

 2,353 
 596 

 2 
( 321,800 )

 6,539 
 105,724 

 3,054 
 14,267 

 169,214 
 1,565 
 4,347 
 8,652 

 22,930 
 2,723 

 △ 17,220 
[ 790 ]

 790 
  

 1,740,868 

流動資産 �
　　現金預金�
　　営業貸付金�
　　有価証券�
　　販売用不動産�
　　貯蔵品�
　　前払費用�
　　繰延税金資産�
　　未収収益�
　　短期貸付金�
　　その他�
　　貸倒引当金�
固定資産�
　有形固定資産�
　　建物�
　　構築物�
　　機械装置�
　　車両�
　　器具備品�
　　土地�
　　建設仮勘定�
　無形固定資産�
　　ソフトウェア�
　　電話加入権�
　　その他�
　投資等�
　　投資有価証券�
　　子会社株式�
　　出資金�
　　破産更生債権等�
　　長期貸付金�
　　長期前払費用�
　　繰延税金資産�
　　敷金及び保証金�
　　繰延ヘッジ損失�
　　その他�
　　貸倒引当金�
繰延資産�
　　社債発行費�
�
資産合計�

�

単
体
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単体貸借対照表 NON-CONSOLIDATED BALANCE SHEETS



２４.７％�

株 主 資 本 比 率 �

当期１２.４％�

ROE／株主資本利益率�

当期利益�

株主資本（期中平均）�
ROE/株主資本利益率＝　　　　　　　　　　　×100（％）�
�

株主資本比率=
　　株主資本　   

×100（％）
�

� 総資産�

�
２０�

１９�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

株主資本�
比率（％）�

�

２５０，０００�

３００，０００�

３５０，０００�

４００，０００�

５００，０００�

株主資本�
（百万円）�

４２０，４９３�

０２年�
３月�

２４.２�

４７０，８３４�

２４.７�

１９.１�

３０２，６０１�

０３年�
３月�

０１年�
３月�

【負債の部】� 当　期�
（２００３年３月３１日現在）�

前　期�
（２００２年３月３１日現在）�

単位／百万円�

流動負債�
　支払手形�
　短期借入金�
　1年以内償還予定社債�
　1年以内返済予定長期借入金�
　コマーシャルペーパー�
　未払金�
　未払法人税等�
　未払費用�
　賞与引当金�
　その他�
固定負債�
　社債�
　長期借入金�
　退職給付引当金�
　役員退職慰労金引当金�
　金利スワップ�
　その他�
負債合計�
　�
　�

【資本の部】�
　�
資本金�
資本剰余金�
　資本準備金�
利益剰余金�
　利益準備金�
　別途積立金�
　当期未処分利益�
　[うち当期利益]�
株式等評価差額金�
自己株式�
資本合計�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
負債・資本合計 �

[ 529,254 ]
 4,286 

 14,000 
 74,500 

 373,376 
 13,000 
 5,229 

 37,127 
 4,762 
 2,266 

 705 
[ 906,122 ]

 377,500 
 492,949 

 2,331 
 1,109 

 32,119 
 112 

 1,435,377 
  
  
  
  

[ 83,317 ]
[ 90,225 ]

 90,225 
[ 299,743 ]

 1,566 
 240,922 
 57,254 

[ 55,317 ]
[ △ 398 ]

[ △ 2,052 ]
 470,834 

  
  
  
  
  
  

 1,906,211 

[ 492,369 ]
 3,572 

 14,000 
 71,000 

 359,785 
 15,000 
 5,913 

 15,911 
 3,996 
 2,452 

 737 
[ 828,005 ]

 351,500 
 451,693 

 1,338 
 1,056 

 22,304 
 111 

 1,320,374 
  
  
  
  

[ 83,317 ]
[ 89,830 ]

 89,830 
[ 249,651 ]

 1,566 
 207,422 
 40,663 

[ 38,349 ]
[ △ 260 ]

[ △ 2,045 ]
 420,493 

  
  
  
  
  
  

 1,740,868 

営業債権残高の順調な伸長に対応す
るため、社債を発行いたしました｡�

固 定 負 債 �

単
体
貸
借
対
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順
調
な
業
績
の
向
上
に
伴
い
、年
間
配
当
金
を
増
額
い
た
し
ま
し
た
。�

営業収益 �
　営業貸付金利息�
　その他の金融収益�
　その他の営業収益�
営業費用 �
　金融費用�
　売上原価�
　その他の営業費用�
営業利益�
営業外収益�
　貸付金利息�
　受取配当金�
　保険配当金�
　匿名組合出資益�
　雑収入�
営業外費用�
　貸倒引当金繰入額�
　販売用不動産評価損�
　新株発行費�
　社債発行費償却�
　為替差損�
　匿名組合出資損�
　雑損失�
経常利益�
特別利益�
　固定資産売却益�
　投資有価証券売却益�
　貸倒引当金戻入額�
特別損失�
　固定資産売却損�
　固定資産除却損�
　販売用不動産評価損過年度相当額�
　リース解約損�
　貸倒損失�
　貸倒引当金繰入額�
　投資有価証券評価損�
　子会社株式売却損�
　敷金解約損�
　ゴルフ会員権評価損�
税引前当期利益�
法人税、住民税及び事業税�
法人税等調整額�
当期利益�
前期繰越利益�
中間配当額�
当期未処分利益�

税引前当期純利益は、前年比で
46.7％の増加となりました｡�
これは、前期に固定資産売却損と
して、312億円を計上したことに
よります。�

税引前当期利益�

当期は中間配、期末配当とも各々
５円増配の３０円とし、配当額は年
間６０円とさせて頂きました。この
結果配当性向は10.2％となって
おります。�

配 当 金 �

４６．７％増加
�

（　　　　    ）�（　　　　    ）�

単位／百万円�

当期未処分利益�
�
利益処分額 �
　利益配当金�
　役員賞与金�
　(うち監査役分)�
　別途積立金�
次期繰越利益�

57,254 
  

 54,332 
 2,834 

 98 
[ 4 ]

 51,400 
 2,922 

当　期�
２００３年６月２６日�

現  在�

40,663 
  

 35,931 
 2,328 

 103 
[ 3 ]

 33,500 
 4,731 

前　期�
２００２年６月２６日�

現  在�

【利益処分案】�
（　　　　    ）�（　　　　    ）�

[ 324,671 ]
( 315,600 )

( 280 )
( 8,791 )

[ 217,727 ]
( 35,178 )

( 562 )
( 181,986 )

 106,944 
[ 5,262 ]

 4,364 
 76 

 215 
 143 
 462 

[ 5,106 ]
 4,387 

 36 
 －
 －

 99 
 514 

 68 
 107,100 

[ 250 ]
 0 

 211 
 38 

[ 793 ]
 2 

 302 
 －
 －
 －
 4 

 359 
 －

 117 
 6 

 106,558 
 56,824 

 △  5,584 
 55,317 

 4,731 
 △2,794 
 57,254 

[ 307,272 ]
( 296,034 )

( 230 )
( 11,007 )

[ 196,830 ]
( 33,377 )

( 3,025 )
( 160,426 )

 110,442 
[ 4,570 ]

 3,651 
 29 

 530 
 －

 357 
[ 7,496 ]

 2,371 
 47 

 4,234 
 72 
 －

 435 
 334 

 107,515 
[ 367 ]

 72 
 84 

 210 
[ 35,229 ]

 31,257 
 711 

 2,147 
 30 

 118 
 351 
 549 

 41 
 －

 21 
 72,653 
 35,001 

 △    696 
 38,349 

 4,648 
 △2,334 
 40,663 

単位／百万円�

当　期�
２００２年４月１日から�
２００３年３月３１日まで�

前  期�
２００１年４月１日から�
２００２年３月３１日まで�

【単体損益計算書】�

単
体
損
益
計
算
書
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単体損益計算書 NON-CONSOLIDATED STATEMENT OF INCOME
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ア
イ
フ
ル
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス

Latest Topics  アイフル最新トピックス

２００３年
１月

東京証券取引所「上場会社ディスク
ロージャー表彰」の受賞について

アイフルは、２００３年１月２１日に東京証券取引所より、

「上場会社ディスクロージャー表彰（第８回）」を受賞い

たしました。

当社と致しましては、今回、このような大変名誉ある

賞を頂いたことを機に、今後ともより一層のディスク

ロージャー向上に取り組んでまいります。

２００３年
１月 経団連への入会について
アイフルは、２００３年１月２１日に開催された日本経済

団体連合会の理事会において、入会の承認を得ること

ができました。

今回の日本経団連への加盟を機に、同会の企業行動

憲章その他に従い、わが国の経済ならびに世界経済の

発展に寄与できる企業となるべく、さらなる努力を行

ってまいります。

２００３年
２月 うるんだ瞳で全国の視聴者をくぎ付け!!
一度見たら忘れられない。大きな瞳でうるうる・・。

昨年8月のオンエア以来、全国で大反響のTV-CM「ど

うする？アイフル！」シリーズ『ペット』編。ここで登場

しているのがおなじみチワワの「くぅーちゃん」。その

大きくうるんだ瞳は視聴者の心をくぎ付けにし、「かわ

いい犬に癒されたい」という社会現象まで引き起こしま

した。消費者が選んだCM好感度調査でも堂々の第7位

にランクイン。今年2月には、待望の第2弾『ペアルッ

ク』編がオンエアされ、

その人気はとどまると

ころを知りません。企

業イメージアップに加

え、顧客獲得の増加に

つながっています。

２００２年
１０月 株式会社シティズの子会社化

シティズ

アイフル

アイフル

アイフルは、２００２年１０月１日をもって「株式会社シ

ティズ」の持株会社である「株式会社シティグリーン」

の全株式を株式交換により取得し、完全子会社化いた

しました。

シティズは、事業者ローンの専門企業として、関西以

西３７店舗の営業展開をしておりました。この買収によ

り、アイフルの目指す「リテール分野における総合金融

企業」の収益構造として、事業者ローン分野における営

業基盤を拡大させるとともに、アイフルグループのブ

ランド力の構築が図れるものと確信しております。



ア
イ
フ
ル
最
前
線
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ライフ提携カード特集�

ライフのクレジットカード発行による顧客基盤は、ライ

フ買収時の２００１年3月末の７４８万人から、２００３年3月

末においては９８３万人へと２３５万人も増加しておりま

す。そこで今回は、２００２年5月より提携いたしました大

手ホームセンター「株式会社コメリ」を含め、ライフの

提携カード戦略についてご紹介いたします。

提携カード促進の理由

ライフが提携カードを積極的に発行する目的は、

限られたマーケットの中で顧客獲得競争に勝ち

抜くための、顧客の囲い込みと、有力企業との

提携によるブランドネームの向上にあります。

ライフクレジットカードには、ライフ独自のプ

ロパーカードと、加盟店を通して発行する提携

カードがあります。年間発行枚数は、昨年の実

績でプロパーカード１９万枚、提携カードはその

約１０倍の１８８万枚です。この実績の要因は、他

のカード会社と提携していた加盟店の会員すべ

カード会員急増の原動力

ライフは、アイフルグループの一員として、大

型加盟店との提携カード発行に力を入れ、着実

にクレジットカードの会員数を増やしておりま

す。最初に、紳士服の大手「青山商事株式会社」、

２００１年１１月には大手家電メーカー「株式会社デ

オデオ」との提携を結び、いずれも１００万枚を超

えるカードを発行いたしております。また、ライ

フは「青山商事」や「デオデオ」でのカード発行

実績、顧客の利用実績等を評価されて、２００２年

5月には、大手ホームセンター「株式会社コメ

リ」全額出資カード会社「株式会社アクア」との

提携に至りました。「コメリ」は、関東方面など

に積極的に営業展開しているホームセンター業

界の勝ち組であり、コメリグループ約６００店舗

で、８０万人の会員を保有しております。この提

携により、昨年だけで６８万枚のカード発行に至

りました。

有
力
企
業
と
の
提
携
カ
ー
ド
発
行
に
よ
り

大
幅
に
カ
ー
ド
会
員
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

有効カード会員数の増加

有効カード会員数 単位（万人）

2001年3月末 748万人

2002年3月末 871万人

2003年3月末 983万人

加盟店 単位（店）

2001年3月末 73,601店

2002年3月末 76,714店

2003年3月末 82,987店



ア
イ
フ
ル
最
前
線

アイフル 株主通信 June 2003 18

てを、ライフカードの会員として獲得できたこ

とにあります。

提携カードのメリットは、ライフ、加盟店の双

方にあります。ライフのメリットは、集客力の

ある加盟店が窓口となり、カード会員の獲得な

らびに新規開拓を行い、ライフカードを発行し

ていただけることです。また加盟店側では、カ

ード発行枚数、利用額に応じて手数料収入を得

られることと、カード発行・顧客管理等の事務

代行をライフに委託できるというように、お互

いに顧客獲得のメリットを享受できます。

提携によるブランドネームの向上では、｢コメ

リ」との提携に至ったように、ライフの『信販会

社としての実績』『健全な財務体質を持ったカー

ド会社』という安心感を与えることで、新規加盟

店獲得へのアピールにつながっています。

今後の展開

今後の展開としては、既存提携先との関係をさ

らに強化することと、今年４月より提携を開始

大
型
提
携
先
の
獲
得
に
よ
り
、

ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

した大手家電メーカー「株式会社エイデン」や、

ホームセンターの「株式会社サンワドー」のよ

うな大型加盟店との提携を続けていくことで

す。この2社だけで今期約７０万枚の発行を見

込んでおり、２００４年3月末のライフのクレジ

ットカード会員数は、１,１２５万枚を計画してお

ります。

また、カード事業促進のため、4月よりマーケテ

ィング部を設立いたしました。これは、実際に

カードを発行しているが、利用していただいて

いない顧客へのマーケティングや、新規会員獲

得のための魅力向上を目的として設立された部

署であり、今後の活躍が大いに期待されます。

これからもライフは、有力企業との提携による

顧客基盤の拡大、並びにライフカードの魅力を

向上させることにより、クレジットカード会社と

しての確固たる地位を確立してまいります。ライ

フの活躍は「リテール分野における総合金融企

業」を目指すアイフルグループにとって非常に大

きな役割を果たすことは間違いないでしょう。

▲ AOYAMAカード ▲ アクアカード

▼ デオデオeeカード
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お
知
ら
せ

お知らせ Information

アイフルは、今年4月1日に「商法等の一部を改正する法律」が施行

されたことに伴い、「株券失効制度」および「株券の買増制度」の両制

度を導入しました。概要は以下のとおりです。

1．株券失効制度

株主様が株券を喪失しその再発行を希望される場合、改正以前

は、公示催告の申立てと除権判決という、煩雑な裁判手続きが必

要でした。改正法ではこの裁判手続を不要とし、株券喪失登録を

発行会社へ申請してから1年を経過した日に、その株券は失効し

ます。喪失登録者は株券が失効した後、発行会社に再発行を求め

ることが出来ます。

2．株券の買増制度

改正以前の端株または単元未満株式の株主様は、その譲渡がで

きず、保有する端株または単元未満株式が株式分割等により１株

または１単元に達するのを待つか、会社に対し買取請求をするし

かありませんでした。

改正法では、端株または単元未満株式の株主様の権利として、

株券の買増制度を設けました。本制度により、端株または単元未

満株式の株主様は、自己の所有する株式と併せて１株または１単

元となるべき株式の売渡を発行会社に請求することができます。

アイフルは、両制度の導入によって、より充実したサービスを株主

様に提供できるものと考えています。

なお、両制度に関しての手続き内容の詳細等については、名義書換

代理人である住友信託銀行株式会社にお問い合わせいただくようお

願いいたします（ご連絡先等、詳細は本株主通信の裏面に記載してお

りますので、そちらをご参照くださいませ）。

¡商法改正に伴うお知らせ



¡アンケート結果¡
（｢アイフル株主通信 Vol .11」より）

前回実施いたしましたアンケートの中から代表的なご質問を紹介します。

当社は、コンプライアンスへの取り組みとして、昨年4月より

取締役会直属のコンプライアンス委員会を設置し、リスク情報

の収集、不正行為の防止及び社員教育等、コンプライアンス意識

の徹底・向上を図っております。また、アイフルグループ全社員

に、「アイフルグループ倫理要綱」を配布し、貸金業に関する諸法

令や社会的規範、及び社内規範を全社員に徹底しております。

そして、今年の３月には、コンプライアンス委員会から「業務

上の留意点に関するハンドブック」を発行し、社員に対して業界

の初歩的な注意点を含め、細かい判断基準を明示した資料を配

布しております。

社内での教育体系としては、管理職以上を対象とした「コンプ

ライアンス研修」、各支店レベルでのコンプライアンス勉強会を

通して、コンプライアンスの意識向上に努めております。

また、新たな取り組みとして、早稲田大学消費者サービス研

究会監修のもとで、「消費者金融コンプライアンス実践講座」を

業界として開催し、全管理職に受講させ、コンプライアンスの

徹底を図り、業界の信頼性の向上を目指しております。

このような取り組みにより、今後も当社グループ並びに消費

者金融業界におきましても、コンプライアンス意識、社会的信

頼性のさらなる向上を目指してまいります。

昨今、企業の不祥事発覚からコンプライアンス
（法令遵守）が重要視されていますが、どのよう
な取り組みをしていますか？
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¡ 会 社 概 要 �

¡ 主 な 事 業 所 �

¡ 役 員 �
アイフル株式会社　AIFUL  CORPORATION

京都市下京区烏丸通五条上る高砂町 ３８１‐１�

１９６７年（昭和４２年）４月�

１９７８年（昭和５３年）２月�

８３３億１７百万円�

３,５０２名�

２９.３歳�

消費者金融事業、不動産担保金融事業、�
保証人担保金融事業、不動産事業�

商 号 �

本 店 所 在 地 �

創 業 �

設 立 �

資 本 金 �

従 業 員 �

平 均 年 齢 �

主要な事業内容�

〒６００‐８４２０ 京都市下京区烏丸通五条上る高砂町 ３８１‐１�
〒１０４-００２８ 東京都中央区八重洲２‐１‐５（東京駅前ビル）�
�
ローン事業店舗 １,５８０店�
（担保ローン専門店4店、eきゃっシング店１店、�
  個品割賦店１店含む）�

本 社 �
東京支社�
�
営 業 店 �
�

代表取締役社長�

代表取締役専務�

専 務 取 締 役 �

専 務 取 締 役 �

常 務 取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

取 締 役 �

常 勤 監 査 役 �

常 勤 監 査 役 �

常 勤 監 査 役 �

監 査 役 �

福田 吉孝�

川北 太一�

堀場 勝英�

小林 貞敏�

片岡 祐治�

福田 安孝�

西村 吉正�

田 弘治�

島 伸太郎�

河本 巍�

曽我部 義矩�

宗竹 政美�

橋 康男�

佐藤 正之�

阿部 浩�

尾石 和光�

野田 司�

日高 正信�

虫明 忠雄�

戎崎 喜孝�

東 義信�

総店舗数�

北 海 道 地 区 �

東 北 地 区 �

関東･甲信越地区�

東海 ･ 北 陸地区�

近 畿 地 区 �

中 国 地 区 �

四 国 地 区 �

九州 ･ 沖 縄地区�

合 計 �

62�

123�

601�

220�

237�

101�

52�

184�

1,580

（ ローン事業店舗 ）�

北海道�

62

東  北�

123

関東･甲信越�

601

東海・北陸�

220中  国�

101

九州･沖縄�

184

四  国�

52

近  畿�

237
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¡ 大 株 主 �

¡ 株 主 構 成 �

¡ 株 式 分 布 状 況 �

福田吉孝�

（株）山勝�

（株）丸高�

エリオリース（株）�

日本トラスティ・サービス信託銀行（株）（信託口）�

�

日本マスタートラスト信託銀行（株）（信託口）�

福田安孝�

�

�

２４,６８１�

８,９０１�

８,１８１�

６,７９７�

２,９９６�

２,７３３�

２,５２７�

２,４２２�

２,３８６�

１,４７９�

�

２６.０７％�

９.４０％�

８.６４％�

７.１８％�

３.１６％�

２.８９％�

２.６７％�

２.５６％�

２.５２％�

１.５６％�

�

発行する株式の総数�
発行済株式の総数�
株 主 数 �

３７３,５００,０００株�
９４,６９０,０００株�

７,７４０名�

持株数/千株�持株比率/％�

●所有者別� ●所有株数別�

ボストンセーフデポズィット・ビーエスディーティー・�
トリーティー・クライアンツ・オムニバ�

ステート・ストリート・バンク・アンド・�
トラスト・カンパニー�
ザチェースマンハッタンバンクエヌエイ�
ロンドンエスエルオムニバスアカウント�

¡ 株価および売買高の推移�

金融機関等　１８.９０％�
１７,８８８,４０５株�

その他の法人　２７.４７％�
２６,０１８,７２５株�

外国法人等　２１.８４％�
２０,６８４,４５４株�

個人・その他　３１.７９％�
３０,０９８,４１６株�

５百株未満 ０.８８％ ８３５,２５６株�
５百株以上  ０.７８％ ７３４,２０３株�
２千５百株以上  ０.４０％ ３８３,０１５株�
５千株以上 ２.４１％ ２,２８０,４４１株�
２万５千株以上 １.７４％ １,６４７,１７３株�

５万株未満�

２５万株以上�
６.５４％　６,１９３,２２６株�

５０万株以上�
７６.６０％�

７２,５２９,５６８株�

５万株以上�
１０.６５％　１０,０８７,１１８株�

株価（円）�

１５，０００�

１０，０００�

５，０００�

０�

売買高�
（万株）�

５００�

３００�

１００�

２００�

０�

４００�

１，５００�

１，０００�

５００�

東証1部�
株価指数�
（円）�安値�

高値�

０３/
４� ５� ６� ７� ８� ９� １０�

０２/
１１�１２� １� ２� ３�

３４４�

４５５�

６８０�

４２０�

２１０�

２９８�
３４９�

３７９�

３０１�

４１５�

２５７�

３２５�

当社株価�

東証1部株価指数・総合指数（TOPIX）�

株式情報（平成１５年３月３１日現在）

アイフル 株主通信 June 2003 22

株
式
情
報



決 算 期 �毎年３月３１日�

定時株主総会� 毎年６月中�

株主確定基準日� 定時株主総会・利益配当金 ３月３１日�
中間配当を行う場合 ９月３０日�
その他必要ある場合はあらかじめ公告いたします。�

１単元の株式の数� ５０株�

上場証券取引所� 東京証券取引所市場第一部�
大阪証券取引所市場第一部�

公 告 の 方 法 � 日本経済新聞に掲載する。ただし、商法特例法第１６条第3項に
定める貸借対照表および損益計算書に係る情報は、�
http://www.ir-aiful.com/shareholder/shareholder03.cfm
において提供する。�

名 義 書 換 �1. 名義書換代理人�
 大阪市中央区北浜四丁目５番３３号　住友信託銀行株式会社�

2. 同事務取扱場所�
 大阪市中央区北浜四丁目５番３３号　住友信託銀行株式会社　証券代行部�

3. 同取次所�
 住友信託銀行株式会社　全国各支店�

¡届出諸事項の変更・買取請求についてのご案内�
住所、届出印、法人株主の代表者、あるいはその役職名、氏名、商号、配当金の振込口座などのご変更
は、住友信託銀行本支店でお手続きください。ただし、財団法人証券保管振替機構に株券を預託され
ている場合には、お取引の証券会社にお申し出ください。�

¡２４時間電話自動受付システムのご案内�
当社では株主様からの住所変更等のお手続きを２４時間にわたり受け付けさせて頂いております。�
連絡先は以下の通りです。�

郵便物送付 〒１８３‐８７０１　東京都府中市日鋼町 １番１０�
および電話照会先 住友信託銀行証券代行部�

 　住所変更等用紙のご請求 7 0120-175-417�
 　その他のご照会 7 0120-176-417

¡株主メモ�

本　　社／〒６００‐８４２０ 京都市下京区烏丸通五条上る高砂町 ３８１‐１�
東京支社／〒１０４‐００２８ 東京都中央区八重洲２丁目１番５号（東京駅前ビル）�

（０７５）２０１‐２０００（代）�
（０３）３２７４‐４５６１（代）�

証券コード　8515

この冊子に関する�
お問い合わせ先�

アイフル株式会社 IR課 東京都中央区八重洲2丁目1‐5 東京駅前ビル5階�
 TEL. 03‐3274‐4561�
 インターネットアドレス　http://www.ir-aiful.com/




